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１〜４面…�　　  市民と共に50年…市博物館が５月で5０周年を迎え
ます。50周年を記念した特別展の見どころや、長い時
間を共にしてきた方たちの声などを紹介します。

５〜７面…募集・お知らせ・健康と福祉

８面…「ひらつかTopics」「市長コラム」
広報ひらつかのPDF版は市ウェブからご覧いただけます。アプリ
「マチイロ」や「Catalog Pocket（10言語対応）」からも最新版がご覧
いただけます。
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月

昭和50年（1975年）ごろの建設中の市博物館（建設工事は昭和49年8月から）

来館者2人と展示解説ボランティア（1階展示室）

「祭りばやし研究会」の演奏発表（相模の家）

「裏打ちの会」による資料の修復作業（科学教室）

　昭和51年（1976年）5月に開館した、平塚
市博物館。ワーキンググループや講座・調
査などを通して、市民と共に歩んできまし

た。今号では、同館の歩みや50周年を記念
した特別展の見どころ、同館と長い時間を
共にしてきた市民の声などを紹介します。

広報 32026
第3金曜日号

博
物
館
50
周
年

No.1291

「古代生活実験室」の会員が野焼きで作った土器（北側の野外展示場）
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市
民
と
共
に
50
年

　
５
月
１
日（
金
）で
開
館
50
周
年
を
迎
え
る
市
博
物
館
。３
月
20
日（
祝
）か
ら
、50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展

示（
下
段
囲
み
）が
始
ま
り
ま
す
。今
号
で
は
、博
物
館
の
軌
跡
や
展
示
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問問　
博
物
館
☎
33
―
５
１
１
１

平塚での博物館の在り方

　市博物館のテーマである「相模川
流域の自然と文化」。博物館が、平
塚を中心とした相模川流域をフィー
ルドに活動していることを意味する
他、自然・文化のつながりのある周
辺部も含めた、広い視野で地域を捉
えていく姿勢も示しています。また、
総合的な分野を持って活動しようと
いう構想が、「自然と文化」に込めら
れています。テーマに沿ったシンボ
ルマーク（右図）は、上から人・相模川・
相模平野・M

ミユージアム
useumを表現しています。

　

市
博
物
館
は「
相
模
川
流
域
の

自
然
と
文
化
」を
テ
ー
マ
に
、
市

民
と
共
に
調
査
・
研
究
を
進
め
、

50
年
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
博
物

館
の
活
動
は
主
に
、
資
料
を
集
め

る
・
調
べ
る
・
遺の

こ

す
・
伝
え
る
の

四
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
同
館
は

そ
の
全
て
の
活
動
に
地
域
の
人
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
館
の
塚
田

健
学
芸
員（
右
写
真
）は
、「
市
博
物

館
で
開
館
当
初
か
ら
一
貫
し
て
変

わ
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
と
共
に
歩
む
地

域
博
物
館
で
あ
る
こ
と
で
す
」と

話
し
ま
す
。
同
館
が
提
供
し
た
地

域
の
テ
ー
マ
を
、
地
域
の
人
と
一

緒
に
調
べ
る
―
―
こ
れ
が
地
域
博

物
館
で
あ
る
平
塚
市
の
博
物
館
の

姿
で
す
。

市
民
は
地
域
の
専
門
家

　
学
芸
員
は
各
分
野
の
学
問
の
専

門
家
。
し
か
し
、
学
芸
員
だ
け
で

調
査
・
研
究
す
る
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
開
館
当
初
か

ら
分
野
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
活
動

や
、
公
募
制
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

市
民
と
一
緒
に
課
題
に
取
り
組
み

続
け
て
き
ま
し
た
。「
地
域
を
一
番

知
っ
て
い
る
の
は
、
地
元
の
人
た

ち
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
持
つ

視
点
と
協
力
が
あ
る
か
ら
、
よ
り

深
く
広
範
囲
の
調
査
・
研
究
が
進

め
ら
れ
ま
す
」と
塚
田
学
芸
員
は

説
明
し
ま
す
。

展
示
ま
で
の
裏
側
を
公
開

　
50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
で

は
、
活
動
を
振
り
返
る
だ
け
で
な

く
、
展
示
に
至
る
ま
で
の
裏
側
を

公
開
し
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
地
域
の

皆
さ
ん
と
博
物
館
と
で
続
け
て
き

た
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
」と
塚

田
学
芸
員
。「
展
示
し
て
あ
る
モ
ノ

の
裏
側
に
は
膨
大
な
作
業
が
あ
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆
さ
ん

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ら

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」。

　「博物館とは何か」「集め調べる」「守り遺す」「伝え
る」「市博物館の歩み」の全５章。地域博物館・
総合博物館としての姿を紹介します。会
期以降も50周年を記念した催しを予定し
ています。ぜひお越しください。

●●●  関  連  行  事  ●●●

●展示解説　３月22日（日）、４月11日（土）、５月10日
（日）、午後１時30分（各日約50分）。特別展示室。

●開館50周年記念　博物館こどもフェスタ　４月25日
（土）・26日（日）、午前９時30分～午後４時。

●関連展示　写真で振り返るひらはく50年　４月11日
～５月31日（日）。寄贈品コーナー。

●記念講演会
　各日午後２時～４時（１時30分開場）。講堂。各日80人

（当日先着順）。
講演「市博物館50年の歩み」　浜野達也館長が話しま
す。５月２日（土）。
講演「地域博物館の役割とこれから」　桜美林大学の
浜田弘明教授が話します。５月３日（祝）。

●特別展示図録『ひらはく50年　市民と歩む地域博物
館』（右画像）　3月20日から販売予定。予定価格600円。

開館当時の市博物館

域
博
物
館
と
し
て
の
姿

地
求
心
や
関
心
を
具
現
化

探　塚田
学
芸
員
は
今
回
の
特
別
展

を
き
っ
か
け
に
、
展
示
を
見
る
だ

け
で
は
な
い「
博
物
館
の
使
い
方
」

を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
、
と
期
待
を
込
め
ま
す
。「
当
館

は
自
分
の
興
味
・
関
心
を
研
究
や

調
査
な
ど
の
行
動
と
し
て
具
現
化

で
き
る
場
所
で
す
。
地
域
の
人
々

の
暮
ら
し
・
自
然
・
歴
史
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
地
域
の
理

解
を
深
め
ら
れ
る
総
合
博
物
館
と

し
て
、
幅
広
い
関
心
を
受
け
入
↓

開館当初から続く現役ワーキンググ
ループ「古文書講読会」。平成17年
（2005年）の定例会

昭和62年（1987年）に始まった相
模川を歩く会の活動。成果は図録
や館内の展示になっている

昭和53年（1978年）に始まった公募制
の行事「みんなで調べよう」。第3弾はセ
ミの抜け殻調査

▲博物館
　ウェブ
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術がいるし難しいけれど、資料の修復に関わる
なんて、なかなかできない経験をしているなと
感じています。
　気軽に始めた博物館での活動が、気付いたら
30年以上になります。ここまで活動を続けてい
るのは、仲間ができるし、何よりみんなと作業
するのが楽しいからです。また好きで続けてい
ることが、地域の大事な資料を博物館に遺すこ
とにつながっているのをうれしく思っています。

　裏打ちの会での活動が長いですが、元は古文
書講読会に入ったのが博物館での活動のスター
トでした。きっかけは歴史が好きだったから。
学芸員さんと古文書を読んでいくのは楽しかっ
たですね。裏打ちの会に入ったのはその数年後。
友人と気軽な気持ちで入ったのを覚えています。
　虫食いなどで傷んだ資料は、文字のつながり
が切れてしまっています。古文書を読み解く以
前に、そもそも読めないんです。裏打ちの会は、
それを一つ一つ修復して蘇

よみがえ
らせていきます。技

「裏打ち」とは
　絵画・書の修復技法の一つ。市博物館
では、虫食い（写真①）などで傷んだ古
文書類を中心に修復。古文書の裏側に糊

のり

の付いた和紙を貼り、虫食いの穴を目立
たなくする作業。同時にしわを取って
（写真②）、紙の補強もしていく。

れ
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。
ま
た
科
学
博

物
館
に
多
い
天
文
分
野
の
展
示
や

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
、
総
合
博
物

館
の
中
に
あ
る
の
は
珍
し
い
そ

う
。
市
民
の
探
求
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
に
広
く
応
え
ら
れ
る
強
み

の
理
由
で
あ
り
、
同
館
の
テ
ー
マ

そ
の
も
の
で
す
。「
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
探
求
・
学
び
の
場
と

し
て
、
多
く
の
人
に
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
の
で
す
」と
力
を
込
め

ま
す
。

成
果
は
Ｗウ

イ

ン
ｉ
ｎ
︱
Ｗウ

イ

ン
ｉ
ｎ

　
「
展
示
を
見
る
だ
け
の
場
所
で

は
な
い
」と
い
う
特
徴
の
通
り
、

主
体
性
の
あ
る
関
わ
り
方
を
し
て

い
る
人
が
多
い
同
館
。
特
に
学
芸

員
と
共
に
活
動
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
は
、
多
く
の
人
が
各

分
野
で
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん

多
角
的
に
地
域
を
学
べ
る
機
会
を

た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
入

場
料
が
無
料
な
の
も
、
気
軽
に
遊

び
に
来
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ

ば
、
簡
単
に
答
え
は
見
つ
か
り
ま

す
。し
か
し
実
物
を
見
る
こ
と
で
、

自
分
な
り
に
解
釈
し
て
知
識
を
得

る
ま
で
の
過
程
を
体
験
し
て
ほ
し

い
と
語
る
塚
田
学
芸
員
。「
主
体
的

に
得
た
情
報
は
解
像
度
の
高
い
知

識
と
な
り
、
文
字
だ
け
の
情
報
で

は
得
ら
れ
な
い
、
楽
し
さ
・
親
し

み
・
感
動
が
あ
り
ま
す
か
ら
」と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

「
自
分
が
住
む
地
域
を
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
は
、
地
域
へ
の
愛
着
や

誇
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
当
館
で
得
た
知
識
・
体
験
が
、

関
心
の
あ
る
地
域
の
テ
ー
マ
・
課

題
と
向
き
合
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
」

４
面
◎
年
表
で
振
り
返
る
50
年
の
歩
み

　
大
学
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
博
物

館
学
を
扱
う
書
籍
で
、
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
市
博
物
館
。「
地

域
住
民
と
共
に
」と
い
う
在
り
方

が
、
全
国
の
地
域
博
物
館
の
先
駆

け
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
館
の
川
端
清き

よ
と
も倫

館
長
代
理

（
右
写
真
）は「
展
示
を
見
る
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方

が
で
き
る
の
が
、
当
館
の
特
徴
で

あ
り
魅
力
で
す
」と
話
し
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
使
命

　
博
物
館
の
使
命
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
単
に「
モ
ノ
」を
保
存
す

る
だ
け
で
な
く
、「
集
め
る
・
調
べ

る
・
遺
す
・
伝
え
る
」と
い
う
基

本
的
な
機
能
を
通
し
て
、
地
域
社

会
と
つ
な
が
り
、
住
民
と
共
に
未

来
を
創
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
同
館
は
総
合
博
物
館
の
特
性
を

生
か
し
、
特
別
展
な
ど
で
一
つ
の

課
題
に
対
し
、
多
角
的
な
視
点
か

ら
調
査
・
研
究
・
考
察
を
し
、「
モ

ノ
」の
持
つ
価
値
を
示
し
て
き
ま

し
た
。「
時
代
が
変
わ
っ
て
も『
モ

ノ
』が
魅
力
の
根
本
で
す
。
多
く

の
人
に『
広
く
・
深
く
・
楽
し
く
』

伝
わ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
新
た
な

関
心
・
興
味
の
発
見
に
つ
な
が
る

よ
う
に
、
見
せ
方
を
考
え
続
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」と
背
筋
を

伸
ば
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
年
齢・

立
場
の
人
が
、
関
心
に
応
じ
て
学

芸
員
と
共
に
活
動
で
き
る「
知
の

交
流
拠
点
」と
し
て
の
未
来
を
見

据
え
て
い
ま
し
た
。

↓

で
い
ま
す
。

　
長
年
続
い
て
い
る
市
民
と
の
関

係
は
、
博
物
館
の「
手
伝
い
」で
は

な
い
こ
と
を
塚
田
学
芸
員
は
強
調

し
ま
す
。「
大
切
な
の
は
互
い
に
得

る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
す
。
一
緒

に
活
動
す
る
皆
さ
ん
は
、
自
分
に

と
っ
て
の
学
び
や
地
域
の
資
料
を

遺
す
こ
と
に
、
や
り
が
い
を
見
い

だ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
活

動
が
50
年
続
い
て
き
ま
し
た
」。

愛
着
と
誇
り
を
生
む

　

ま
た
同
館
は「
市
民
が
日
常
的

に
利
用
す
る
博
物
館
」を
う
た
っ

て
い
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
、
観

光
型
の
博
物
館
の
よ
う
に「
た
ま

に
行
く
場
所
」で
は
な
く
、「
生
活

の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
場
所
」

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
同
館
は
参
加
型
の
イ

ベ
ン
ト
や
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
、

裏
打
ち
の
作
業
を
す
る
吉
原
さ
ん

改
良
後
の
火
起
こ
し
器
を
持
つ
井
上
さ
ん（
左
）

と
改
良
前
を
持
つ
新
宮
崇
弘
学
芸
員（
右
）

同
実
験
室
に
よ
る
土
器
の

野
焼
き
。
興
味
深
そ
う
に

見
学
す
る
親
子
ら
が
い
た

好きから始めた遺す活動
吉原 悦子さん

＊私にとっての博物館①＊

探求心が元気の源
井上 祐次さん

　30年ほど前に定年退職して、何か新しいこと
を始めたいと考えていた時にちょうど出会った
のが、博物館での活動でした。当時、「古代遺跡
を探す会」という珍しい募集に興味をひかれて
参加したんです。それがきっかけで、博物館で
いろいろな分野に分かれて、市民が調査・研究
をしていると知りました。昔の人の生活・道具
を探求するのが楽しくて、どんどんのめり込ん
でいったんです。今は古代生活実験室で活動を
続けています。
　古代の人の知恵や、つくり出した方法がある
から今の生活があります。生活に欠かせない

「火」を簡単に使えない時代はどんなものだった
のか・火の付け方はどのように考えたのか——
など、今の若い人たちに体験を通して学び考え
てほしい。この思いを持って、ずっと活動を続

知

＊私にとっての博物館②＊

の
交
流
拠
点
で
あ
り
続
け
る

けています。
　また、ここでの活動が面白いと感じるのは、
設計など、現役時代の技術を生かせるからかも
しれないですね。火起こし器を壊れにくくした
り、子どもでも使いやすい大きさにしたり、改
良していくのが楽しくて。学芸員さんや仲間に
助けられながら、完成した改良版の火起こし器
は、私の活動での誇るべき成果です。95歳にな
るけれど、元気でいられるのは博物館での活動
があるから。博物館の存在には感謝しています。

① ②
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●開館（1976年5月）　オープン初日
は2,023人が来館（左写真）。
●博物館の広報紙『はくぶつかん』
発行開始（1976年）　1989年『あなた
と博物館』に改称。
●プラネタリウム：初代投影機「GX ー
10T」（開館～1988年12月・左写真）
●天体観測ドームを手作り（1980年）
●常設展示を更新（1回目）（1981年）
●移動博物館が始まる（1982年）
●総務部市史編さん課が博物館市史
編さん係となる（1983年〜2025年）

●常設展示を更新（2回目）・来館者が100万人を突破（1986年）
●プラネタリウムをリニューアル：2代目投影機「G1014si」

（1989年5月～2010年11月）

●常設展示を更新（3回目・1992年）
　相模川を歩く会の成果を活用し
た（上写真）。
●常設展示を更新（4回目・1998年）
●第1回博物館まつり開催（2000
年）　2011年「博物館文化祭」に改称。
●博物館ウェブ開設（2000年）
●入館者200万人を突破（2001年・
右写真）
●夏休み行事「バックヤードツアー」（2003年〜）　現在は「こ
どもフェスタ」での人気イベント（左下写真）。

●常設展示を更新（5回目・2005年）
●第1回こどもフェスタ開催（2006年）
●デジタル・プラネタリウムを導
入（2006年）
●平塚学講座（2011年～）　平塚を
総合的な視点で学ぶ講座。野外実
習やグループ発表もしている。
●YouTube「H

ヒ ラ ハ ク

IRAHAKUチャンネル」で
動画投稿を開始（2011年）
●プラネタリウムをリニューアル

（2回目）：3代目投影機「P
パ ン ド ラ

ANDORA」（2011年5月～）
●美術館・中央図書館との3館コラボレーション事業を開始

（2012年）
●入館者300万人突破（2017年）
●クラウドファンディングで新しい望遠鏡を購入（2018年）
●プラネタリウム投影システムの一部を更新（2019年）
●新型コロナの影響で休館（2020年3月〜6月）
●博物館ウェブで「おうちで楽しむはくぶつかん」を開設

（2020年）
●SNS（X・旧Twitter）での発信を開始（2021年）
●「博物館のとびら　好きを見つける7日間」（2025年）　平塚
学講座の小・中学生版の講座。

●古文書講読会（1976年～）
●みんなで調べよう（1978
年〜）　第1回はタンポポ
分布調査。以降は、カエル・
セミの抜け殻・カマキリ
などの調査が続いている。
●石仏を調べる会（1981年
～）
●サマーセミナー（1979年～1990年）　小・中学生を対象とし
た、学芸員による宿泊型のフィールドワーク（上写真）。
●天体観察会（1983年～）
●相模川を歩く会（1987年
～1993年 ）　市博物館の
テーマ「相模川流域の自然
と文化」にじかに触れなが
ら、相模川河口～源流を
往復して学ぶ会があった
（右写真）。
●平塚の空襲と戦災を記録する会（1989年～）
●漂流物を拾う会（1990年～2007年）
●相模川の生い立ちを探る会（1991年～2017年）
●古代遺跡を探す会（1992年～2005年）
●裏打ちの会（1995年～・3面下段）
●平塚地質調査会（1995年～2015年）
●民俗探訪会（1996年～）
　平塚市周辺の民俗文化
（社寺や石仏、祭礼や芸能
など）を訪ね歩く会（右写
真）。現在は「海の民俗」を
テーマに、漁業・海の民
俗文化を調べている。
●展示解説ボランティアの会（1999年～）
●星まつりを調べる会（2004年～2017年）
●地域史研究ゼミ（2006年～）
●平塚の古代を学ぶ会

（2006年～）　10年以上かけ
て作成した（右写真）、推定
相模国庁及び国庁東脇殿模
型は博物館の常設展示に。
●古代生活実験室（2006年
～・3面上段）
●お囃

はや

子
し

研究会（2007年～）
2021年「祭りばやし研究会」
に改称。
●東国史跡踏査団（2013年～）
●太陽勉強会（天体観察会の有志）（2014年～）
●流星分科会（2014年～）　2024年「流星観察会」に改称。
●聞き書きの会（2014年～）
●地域科学野外ゼミ（2018年～）
●生き物ズームプロジェクト（2019年～）

年表で見る博物館と市民の歩み
博物館の出来事 市民との活動の軌跡

●「開館５０周年記念特別展 ひらはく50年
市民と歩む地域博物館」を開催（３月・２面下段囲み）
●開館５０周年（５月） 現在の市博物館

1976
昭和51年

1986
昭和61年

2006
平成18年

1996
平成8年

2016
平成28年

2026
令和8年

1991年（平成3年）頃
開館から15年。市民参加型の行事ではテー
マごとの公募が増えたり、サークル型のグ
ループではテーマが分化したりして、調査・研
究をするようになってきた。
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　

平塚市役所 〒254-8686 平塚市浅間町9-1 午前８時30分〜午後5時　☎0463-23-1111 0463-23-9467　

募
　
　
集

応
募
方
法
は

 

右
側

応募のある記事は
事前に応募が
必要です
必要事項は郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・電話番号です
メールの場合、 @以下に、
city.hiratsuka.kanagawa.jp
を付けてください
eは、電子申請システム
（e

イー
-k

カ ナ ガ ワ
anagawa）。右の

2次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、
〒254-8686平塚市役所○○課で
届きます
市役所の開庁時間は、午前8時
30分〜午後5時です

応募
方法

市
民
提
案
型
の
協
働
事
業

　
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
、
令
和

９
年
度
に
市
と
市
民
活
動
団
体
が

協
働
で
取
り
組
む
事
業
を
、
提
案

し
ま
せ
ん
か
。
事
前
の
相
談
は
随

時
、
受
け
付
け
ま
す
。

応
募　
令
和
８
年
５
月
15
日（
金
）

ま
で
に
、
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
７
階

の
協
働
推
進
課
☎
21
―
９
６
１
８

に
あ
る
事
業
提
案
書
な
ど
を
、
直

接
、
同
課
へ
。e
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

み
ん
な
の
ま
ち
情
報
宅
配
便

　
市
職
員
が
地
域
団
体
な
ど
に
出

向
い
て
、
事
業
の
説
明
や
意
見
交

広告

換
を
し
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
市

ウ
ェ
ブ
や
各
公
民
館
な
ど
に
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
事
業
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て

い
る
案
件
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
方
で
構
成
す
る
10

人
以
上
の
団
体
。
年
末
年
始
を
除

く
、
希
望
日
の
午
前
９
時
～
午
後

９
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
。
会
場

は
申
込
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募　
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
、
市
ウ
ェ
ブ
や
各
公
民
館
、
本

館
７
階
の
協
働
推
進
課
☎
21
―
９

６
１
８

21
―
９
７
５
６

kyo
do@

に
あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

同
課
へ
。

個
店
の
販
売
促
進
や
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
構
築
を
支
援
し
ま
す

　
支
援
は
１
回
２
時
間
以
内
。
次

の
条
件
を
全
て
満
た
す
店
舗
。
先

着
順
。
①
大
手
直
営
店
・
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
除

く
、
市
内
で
営
業
し
て
い
る
小
売

業
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
②
資

本
金
の
額
・
出
資
額
が
５
０
０
０

万
円
以
下
、
ま
た
は
従
業
員
が
小

売
業・飲
食
業
は
50
人
以
下
、サ
ー

ビ
ス
業
は
100
人
以
下
―
な
ど
。

個
店
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣　
年
度

内
に
４
回
以
内
。
３
店
舗
。

Ｅ
Ｃ（
電
子
商
取
引
）サ
イ
ト
構
築

専
門
家
派
遣　
年
度
内
に
５
回
以

内
。
２
店
舗
。

応
募　
４
月
１
日（
水
）か
ら
、
市

ウ
ェ
ブ
や
本
館
５
階
の
商
業
観
光

課
☎
35
―
８
１
０
７

35
―
８
１

２
５

shokan@

に
あ
る
申
込

書
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
同
課
へ
。

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園　
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
教
室

　
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ウ
ェ
ブ
を

確
認
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
19
日・26
日
、
５
月
10
日・

17
日
・
31
日
、
６
月
14
日
の
日
曜

日
、
全
６
回
、
午
前
10
時
～
10
時

50
分
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ

ア
リ
ー
ナ（
中
堂
246
―
１
）。
小
学

校
３
年
生
以
下
の
児
童
・
園
児
25

人（
先
着
順
）。
室
内
用
運
動
靴
・

タ
オ
ル・飲
み
物
。
６
６
０
０
円
。

応
募　
３
月
21
日（
土
）午
前
８
時

　新しく20歳を迎える代表として、「はたち
のつどい」の運営に携わります。式典の内
容や会場の装飾、パンフレットのデザイン
など、アイデアを形にしてみませんか。5
月から月１回程度、実行委員会を開きます。
会議以外で自主的に集まることもあります。
　市内在住で平成18年４月２日～19年４月１日
生まれの方。10人。
応募　令和８年４月１日（水）～17日（金）に、
必要事項・生年月日・「平塚市はたちのつ
どい実行委員会希望」を、電話またはメー
ルで、青少年課☎71―５９５０ seishonen@へ。

30
分
か
ら
、
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園

ウ
ェ
ブ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
平
塚
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
☎
73
―
８
１
８
２
へ
。

植
物
調
査
講
座

　
自
然
環
境
調
査
の
調
査
員
を
養

成
し
ま
す
。
植
物
を
見
分
け
る
力

を
養
い
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
19
日（
日
）、
５
月
９
日

（
土
）、
６
月
６
日（
土
）、
10
月
18

日（
日
）、
11
月
１
日（
日
）、
令
和

９
年
２
月
27
日（
土
）、
全
６
回
、

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
。
雨

天
中
止
。
自
身
で
会
場
ま
で
来
ら

れ
る
中
学
生
以
上
の
方
10
人（
抽

選
・
市
内
在
住
の
方
を
優
先
）。

帽
子
・
飲
み
物
・
筆
記
用
具
な
ど
。

応
募　
令
和
８
年
３
月
24
日（
火
）

〜
４
月
３
日（
金
）に
、
参
加
者
全

員
の
必
要
事
項
・
講
座
名
・
年
齢

を
、
電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
本
館
５
階

の
環
境
保
全
課
☎
23
―
９
９
６
９

21
―
９
６
０
３

k-hozen-
event@

へ
。

　４月２日（木）から、次
の地区で変わります。
詳しくは、市ウェブを
ご覧ください。左下の
２次元コードからもア
クセスできます。
月・木曜日区域　八重

咲町・松風町・袖ケ浜・立野町・追分・
浅間町・宮松町・西八幡・東八幡・東
中原・新町・大原。

火・金曜日区域　万田・高根・山下・公所・根坂
間・河内・徳延・纒・日向岡・豊田平等寺・南豊
田・東豊田・豊田打間木・豊田小嶺・豊田宮下・
豊田本郷・北豊田・入野・長持・中原下宿。

　収集業務課☎21―８７９６

　野菜などを
育 て ら れ ま
す。市民農園
は市内に21カ
所あります。利用期間は
２年間で、更新もできま
す。料金は、年間８，０００
円～１万８，０００円。各農園
の空き区画や申し込み方
法など、詳しくは市ウェ
ブをご覧いただくか、お
問い合わせください。
問　農水産課☎35―８１０２

市民農園を市民農園を
利用しませんか利用しませんか

可燃ごみ収集時間の変更可燃ごみ収集時間の変更

はたちのつどい実行委員
になりませんか

各 ２ 次 元 コ ー ド か ら ご 確 認 く だ さ い

Facebook Instagram L I N E

市政情報は市公式のSNSでも配信しています

巡
回
す
る
ご
み
収
集
車

中
心
に
な
っ
て
記
憶
に
残
る
思
い
出
を
つ
く

り
ま
す

　湘南ひらつかビーチパーク（写真）の、ネーミングライツ更新契約を締
結しました。
継続する施設の愛称　湘南ベルマーレひらつかビーチパーク　ｂｙ　ｓｈｏｎａｎ
ｚｏｅｎ。
ネーミングライツパートナー　湘南造園。
契約期間　３年間（４月１日～令和11年３月31日）。
年間のネーミングライツ料　150万円（税込み）。

問　資産経営課☎21―８７６３

施設の愛称を継続



５〜７面の広告内容の一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません
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　保健センター（東豊田448-３）。母
子健康手帳をお持ちください。申し
込み方法など、詳しくは市ウェブを
ご覧ください。

　健康課☎55―２１１１
◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）
★準備期編　16日（木）午前10時～
11時。8カ月児～１歳0カ月児。
◆育児相談　水曜日。８日午前９時30
分～10時30分、22日午後１時15分〜２
時15分。
◆７カ月児（令和７年９月生まれ）相談
（予約制）　身体測定と、生活・栄養
相談（希望制）をします。医師の診療
はありません。14日・21日の火曜日、

午前９時15分～9時45分。市ウェブで
申し込んでください。
◆産前・産後メンタルヘルス相談（予
約制）　臨床心理士に個別相談がで
きます。15日（水）午後。妊産婦や家
族２人（先着順）。
◆母親父親教室(予約制)　
★快適マタニティライフ編　食事を
提供します。17日（金）午前10時30分
～午後１時30分。妊娠中の方とパー
トナー20組（先着順）。歯ブラシ。
500円。動きやすい服装でお越しく
ださい。eで申し込んでください。
★赤ちゃん誕生準備編　育児のポイ
ントや産後の話をします。妊娠７カ

月以降の方とパートナー。先着順。
日程や予約方法など、詳しくは３月
下旬に市ウェブで公開します。
◆歯科健康診査(予約制)　8日（水） 
午後１時～２時30分、 23日（木）午前９ 
時～10時30分。 ２歳１カ月児～２歳６カ
月児。
◆離乳食教室（予約制）　午前10時30
分〜11時30分。100円。 市ウェブで申
し込んでください。
★5・6カ月児　15日（水）。 20組。
★9〜12カ月児　７日（火）。15組。
◆乳児の個別健康診査　４カ月児・８
～10カ月児。医療機関へ、直接、申
し込んでください。医療機関の一覧
表は市ウェブまたは保健センターに
あります。

４

広告

お
知
ら
せ

横
浜
Ｄデ

イ
ー
エ
ヌ
エ
ー

ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ　
フ
ァ
ー
ム
・
リ
ー
グ

　
ハ
ヤ
テ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
静
岡
戦

で
す
。
熱
い
戦
い
を
応
援
し
ま
せ

ん
か
。

　
３
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）、

午
後
１
時
試
合
開
始
。雨
天
中
止
。

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ

ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か（
大
原
１
―

１
）。
チ
ケ
ッ
ト
は
試
合
開
始
１

時
間
30
分
前
か
ら
同
ス
タ
ジ
ア
ム

で
販
売
し
ま
す
。
高
校
生
以
上
１

７
０
０
円
、４
歳
～
中
学
生
５００
円
。

市
内
在
住
の
小
学
生
は
ド
リ
ー
ム

パ
ス
ポ
ー
ト
を
使
う
と
、
無
料
で

観
戦
で
き
ま
す
。

問　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

ハ
ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト

品
評
会
出
品
物
の
販
売

　
湘
南
農
業
協
同
組
合
の
施
設
野

菜
部
会
員
が
育
て
た
、
よ
り
す
ぐ

り
の
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ
ト（
右
下

写
真
）で
す
。

　
４
月
２
日（
木
）午
前
11
時
30

分
。
本
館
１
階
案
内
窓
口
付
近
。

問　
湘
南
農
業
協
同
組
合
の
施
設

野
菜
部
会
☎
58
―
７
７
９
９

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

ｉｎ
ひ
ら
し
ん
ホ
ー
ル

　
野
菜
や
菓
子
・
観
葉
植
物
な
ど

の
販
売
が
あ
り
ま
す（
右
下
写

真
）。キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
３
月
29
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
３
時
。
雨
天
中
止
。
見
附
台
公

園（
見
附
町
16
―
３
）。

問　

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
☎
20
―
９
２
７
３

市
民
プ
ラ
ザ
貸
会
場
を
使
い

ま
せ
ん
か

　
市
内
の
産
業
団
体
・
市
民
団
体

な
ど
が
、
展
示
・
販
売
会
場
と
し

て
市
民
プ
ラ
ザ（
紅
谷
町
18
―
８
）

を
、
１
週
間
単
位
で
利
用
で
き
ま

す
。
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
抽
選
後
の
空
き
状
況
な
ど
、

詳
し
く
は
市
観
光
協
会
ウ
ェ
ブ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
期
間　
①
10
月
～
12
月
分
②

令
和
９
年
１
月
～
３
月
分
③
４
月

～
６
月
分
④
７
月
～
９
月
分
。

抽
選
日
時　
①
令
和
８
年
４
月
８

日
②
７
月
８
日
③
10
月
７
日
④
令

和
９
年
１
月
６
日
の
水
曜
日
、
午

前
10
時
。

問　
市
観
光
協
会
☎
20
―
５
１
１
０

固
定
資
産
評
価
額
な
ど
の
縦

覧
・
閲
覧

　
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を

確
認
で
き
ま
す
。
閲
覧
は
郵
送
で

も
申
請
で
き
ま
す
。

　
４
月
１
日（
水
）～
６
月
１
日

（
月
）。本
館
２
階
固
定
資
産
税
課
。

本
人
確
認
書
類（
代
理
人
の
場
合

　リズム演奏をメ
インにしたエンタ
テイナーコンビの

「りずむらいす」
（ 左 写 真 ）が、 マ
ジックやジャグリ
ング、サウンドア

クトなどバラエティーショーを披露します。
　３月29日（日）正午・午後２時開演（各回30分）。見
附台公園（見附町16―３）。雨天時はひらしん平塚文
化芸術ホール（見附町16―１）。各回200人（当日先着
順）。

　ひらしん平塚文化芸術ホール☎20―９２７３

は
委
任
状
な
ど
も
）。

問　
固
定
資
産
税
課
☎
21
―
８
７

６
８八

幡
山
の
洋
館　
遊
館
日

　
４
月
15
日（
水
）。各
回
１
時
間
。

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館

（
浅
間
町
１
―
１
）。各
回
60
人（
当

日
先
着
順
・
開
演
30
分
前
に
開

場
）。

春
の
即
興
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

映
画
音
楽
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

午
前
11
時
開
演
。

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
歌
の
会
コ
ン
サ
ー

ト　
シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
を
歌
い
ま

す
。
午
後
２
時
開
演
。

問　
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記

念
館
☎
35
―
７
１
１
４

オープンライブ
Ｓ

ス ペ シ ヤ ル

ＰＥＣＩＡＬ
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シ
ネ
マ
上
映
会

　
詩
人
柴
田
ト
ヨ
の
詩
集
を
映
画

化
し
た「
く
じ
け
な
い
で
」を
上
映

し
ま
す
。

　
３
月
25
日（
水
）午
前
10
時
30

分・午
後
２
時（
各
１２８
分
の
上
映
）。

中
央
公
民
館（
追
分
１
―
20
）。
１

０
０
０
円
。

問　
平
塚
シ
ネ
サ
ロ
ン
の
渡
辺
☎

080
―
２
０
７
１
―
５
９
０
９

早
川
肇た

だ

哉ち
か

・
節
子
　
二
人
展

　
日
展
入
選
作
品
や
夫
婦
ス
ケ
ッ

チ
旅
を
も
と
に
描
い
た
油
彩
画
な

広告

次
回
納
期
の
市
税・手
数
料

　
①
保
険
年
金
課
☎
21
―
８
７
７
５

②
保
険
年
金
課
☎
21
―
９
７
６
８

③
介
護
保
険
課
☎
71
―
５
２
３
８

④
⑤
収
集
業
務
課
☎
21
―
８
７

９
６

　
納
期
　
３
月
31
日（
火
）

①
国
民
健
康
保
険
税（
第
10
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
）

③
介
護
保
険
料（
第
10
期
）

④
清
掃
し
尿
従
量
手
数
料（
第
12
期
）

⑤
清
掃
し
尿
定
額
手
数
料（
第
4
期
）

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

５
面
　
　
　

広報ひらつかをウェブやアプリでご覧ください

市ウェブ
（ＰＤＦ版）

マチイロ
（アプリ）

C
カ タ ロ グ ポ ケ ツ ト

atalogPocket
（アプリ・ブラウザ）

多言語配信、
読み上げ機能
があります

ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
４
月
15
日（
水
）～
19
日（
日
）、

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時（
19

日
は
３
時
ま
で
）。
美
術
館（
西
八

幡
３
―
１
―
１
）。

問　
早
川
☎
32
―
１
０
２
９

利
用
方
法

　
お
知
ら
せ
掲
示
板
は
、
市
内
で

活
動
す
る
個
人
・
団
体
か
ら
の
お

知
ら
せ
に
限
り
、
毎
月
第
3
金
曜

日
号
で
利
用
で
き
ま
す
。
同
じ
応

募
者
・
団
体
の
掲
載
は
年
度
内
２

回
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
発
表
会

や
展
示
会
な
ど
、
事
前
応
募
の
必

要
が
な
い
内
容
で
、
応
募
者
ま
た

は
団
体
の
代
表
者
が
市
内
在
住
の

場
合
に
限
り
ま
す
。
営
利
目
的
の

宣
伝
・
販
売
行
為
な
ど
を
す
る
も

の
や
、
会
員
を
募
集
す
る
も
の
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
４
階
の

広
報
課
☎
21
―
８
７
６
１

21
―

９
６
１
３

kohohira@

に
あ

る
応
募
用
紙
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
掲
載

希
望
月
の
２
カ
月
前
の
１
日
〜
同

月
末
日
の
午
後
５
時
に
、同
課
へ
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
手

当
額
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
分
の
手
当
か
ら
、
適
用
し

ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当　
月
額
２
万
９
５

９
０
円
か
ら
３
万
４５０
円
に
変
更
。

障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉

手
当　
月
額
１
万
６
１
０
０
円
か

ら
１
万
６
５
６
０
円
に
変
更
。

問　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４特

別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
申

請
で
き
ま
す
。
所
得
が
基
準
以
下

で
、施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方
。

障
が
い
要
件
は
診
断
書
の
審
査
が

あ
り
ま
す
。
審
査
方
法
や
申
請
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当　
在
宅
で
20
歳

以
上
の
①
常
に
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
障
が
い
が
二
つ
以
上
あ

る
方
ま
た
は
②
肢
体
不
自
由
・
内

部
機
能
・
知
的
・
精
神
な
ど
の
障

が
い
が
あ
り
、
①
と
同
程
度
以
上

の
方
。
月
額
３
万
４５０
円
。

障
害
児
福
祉
手
当　
常
に
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い
を
支

給
事
由
と
す
る
、
他
の
公
的
年
金

を
受
け
て
い
な
い
20
歳
未
満
の

方
。
月
額
１
万
６
５
６
０
円
。

問　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４発

達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深

め
よ
う

　

毎
年
４
月
２
日
の「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」と
８
日
ま
で
の「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」に
併
せ
て
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。
４

月
２
日（
木
）～
８
日（
水
）。

作
品
展　
平
塚
地
区
自
閉
症
児
・

者
親
の
会「
平
塚
や
ま
び
こ
会
」に

よ
る
絵
や
手
芸
作
品
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
午
前
９
時
～
午
後
７
時

30
分（
２
日
は
１
時
か
ら
・
８
日

は
３
時
ま
で
）。
ひ
ら
し
ん
平
塚

文
化
芸
術
ホ
ー
ル（
見
附
町
16
―

１
）。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　
自
閉
症

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
癒
や
し
や

希
望
・
平
穏
を
表
す「
青
」で
照
ら

し
ま
す
。
平
塚
駅
南
口
広
場
の
人

魚
像「
海
の
賛
歌
」（
八
重
咲
町

２
）。

問　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４心

身
障
害
者
福
祉
手
当
の
変

更
届
を
お
忘
れ
な
く

　
受
給
し
て
い
る
方
が
転
出
・
死

亡
・
施
設
入
所
に
よ
っ
て
受
給
資

格
が
な
く
な
っ
た
り
、
振
込
口
座

を
変
更
し
た
り
す
る
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４健

康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
」コ
ー
ス
で
す
。

　
４
月
14
日（
火
）午
前
９
時
30
分

～
正
午（
午
前
９
時
か
ら
受
け
付

け
）。
６
・
１
㌖
。
当
日
午
前
７

時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
天
気
予
報
で
、
横

浜
の
午
前
の
降
水
確
率
が
50
％
以

　４月１日（水）から、ＲＳウ
イルス母子免疫ワクチン
を自己負担なく接種でき
るようになります。予約
が必要な場合がありま
す。直接、医療機関にお
問い合わせください。
対象者　妊娠28週～36週の女性。
接種できる医療機関　市ウェブまたは各戸配布
している冊子「がん検診と予防接種のお知らせ」
をご覧ください。右上２次元コードからアクセ
スできます。

　健康課☎55―2１１１

上
の
場
合
は
15
日（
水
）に
延
期
。

15
日
も
同
様
の
場
合
は
中
止
。
保

健
セ
ン
タ
ー（
東
豊
田
４４８
―
３
）集

合
・
解
散
。
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
。
タ
オ
ル
・
帽
子
・
飲
み
物
・

雨
具
、
お
持
ち
の
方
は
歩
数
計
・

健
康
サ
ポ
ー
ト
手
帳
。

問　
健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
せ

ん
か
。
介
護
者
同
士
の
交
流
や
情

報
交
換
も
で
き
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
、
家
族
の
介
護
を

し
て
い
る
方
。
抽
選
。

　
①
４
月
３
日（
金
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
20
分
。
福
祉
会
館

（
追
分
１
―
43
）。
12
人
②
３
日
午

後
１
時
30
分
～
４
時
20
分
。
福
祉

会
館
。
９
人
③
７
日（
火
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
20
分
。
西
部

福
祉
会
館（
公
所
868
）。
９
人
④
９

日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
20
分
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ

平
塚（
大
神
４
―
20
―
８
）。６
人
。

応
募　
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
電

話
で
、
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０

０
へ
。

RSウイルス予防接種の
助成が始まります
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広 報 紙 を よ り 良 く す る た め に ウ ェ ブ ア ン ケ ー ト を し て い ま す 。右 の 2 次 元 コ ー ド か ら ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い 。

もしもの火災に備えて

　３月４日、A
ア ベ マ

BEMA湘南バンク（平塚競輪場）で火災想定訓練がありました。
「観覧席から出火し、施設内（4階屋上）に関係者1人が逃げ遅れている」状
況を想定。市事業課職員による初期消火と避難誘導・通報の後、消防隊
による観覧席への放水（写真①）と、令和7年に更新したはしご車での避
難者救出（左写真②③）が平行して進められました。競輪場・消防署・港
地区の消防団が連携し、対応力の強化に取り組んでいました。

　2月13日、美術館で、ひらつか障がい者福祉ショップ「ありがとう」の
イメージキャラクター「ありまる」の披露式がありました。市と東海大学
の交流提携40周年記念事業として、東海大学芸術学科の山宮彩

あ や ね

愛さん（写
真右）が「ふれあい」をテーマにデザインしました。ありまるは、これか
ら同ショップの商品やのぼり旗などに幅広く活用されます。

初
め
ま
し
て
、あ
り
ま
る
で
す

　2月20日〜23日、市民プラザで「花巻の物産と観光展」がありました。
平塚市の友好都市である岩手県花巻市の名産品や産地直送の農産物が
ずらり。特にキムチが大人気で、20日はオープンしてすぐに行列がで
きていました。訪れた人たちは「毎年楽しみにしている」と郷土色豊か
な商品を選んでいました。

友好都市・花巻の魅力たっぷり

　
2
月
22
日
、
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
の
木
谷
實み

の
る・

星

の
プ
ラ
ザ
で
、
プ
ロ
棋
士
32
面
打
ち
指
導
碁
会
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
棋
院
の
プ
ロ
棋
士
4
人
が
参
加
者
を
4
人
ず
つ
指
導
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
講
評
ま
で
ほ
と
ん
ど
口
を
開
か
ず
、
真
剣
に
打
ち

続
け
て
い
ま
し
た
。

　2月8日、関東で雪が積もりました。平塚市でも昼頃には大雪
警報が出されるほどの降雪で、総合公園では雪化粧された日本
庭園が見られました。

まちが白に包まれる

集中！プロからの指導

①

③

②

ム
ラ
コ
長
市

落
合
克
宏

文
化
公
園
会
館

　
　
　
オ
ー
プ
ン
！

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
た
勤
労
会
館
、
青
少
年
会
館
、
教
育
会

館
。
こ
の
三
つ
の
施
設
を
ま
と
め
、
こ
の
う
ち
教
育

会
館
の
改
修
工
事
を
17
カ
月
間
行
い
、
４
月
１
日
に

装
い
を
新
た
に「
平
塚
市
文
化
公
園
会
館
」と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
お
よ
そ
10
年
前
、
平
成
27
年
に
市
政
を

点
検
す
る
事
業
評
価
で
、
公
共
施
設
を
よ
り
効
率
的

効
果
的
に
使
用
す
る
た
め
、
３
館
を
統
合
し
て
一
つ

の
建
物
に
集
約
す
る
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
関
係
す
る
方
々
の

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
ご
理
解
ご

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
丁
寧
に
計
画
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
改
修
で
は
、
外
部
の
ス
ロ
ー
プ
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
や
全
て
の
照
明
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
す
る
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
、
誰
も
が
使
い
や

す
い
み
ん
な
の
ト
イ
レ
も
整
備
し
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
耐
震
補
強
工
事
も
行
い
、
使
い
勝
手
の
良
さ
だ
け

で
な
く
、よ
り
安
心
で
安
全
な
施
設
に
す
る
こ
と
に
、

こ
だ
わ
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
数
多
く
公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
建
築
年
数
の
経
過
に
よ
り
耐
震
補
強
や
大
規

模
改
修
、あ
る
い
は
統
廃
合
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

平
塚
が
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
今
後
も
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
し

て
い
き
ま
す
。

　
「
平
塚
市
文
化
公
園
会
館
」に
は
、
小
さ
な
会
議
室

か
ら
100
人
程
度
が
利

用
で
き
る
大
会
議
室

も
あ
り
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
す
る

上
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
身
近
な

施
設
と
し
て
、
ぜ
ひ

愛
着
を
持
っ
て
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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